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心理・生理計測に基づく好ましく目立つ音の探索 
 

添田喜治†1 
 

概要：精神物理学的手法と神経生理学的手法を用いて，どのような音が好ましく目立つか調べている．その成果を報

告する．駅の改札口や階段の場所を音で案内する「サイン音」は，目の不自由な方々にとって危険物からの逃避や目

的場所への移動のために重要であるが，視覚障碍者の 4 割強が利用しにくいと報告している．私達は，駅構内の階段

を示すサイン音として用いられる鳥の鳴き声について，一対比較法による心理反応や脳磁界活動による生理反応を解

析することで好ましく目立つ音の特徴を調べた．その結果，楽音っぽさやその変動量等の音響的特徴に加えて，その

音への親密度が重要な要素であることを明らかにした． 
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1. はじめに  

駅の改札口や階段の場所を音で案内する「サイン音」は，

目の不自由な方々が目的場所への移動するための音である．

すべての利用者がより円滑に公共交通機関を利用できるよ

う旅客施設の望ましい整備内容を示したガイドラインでは，

サイン音の望ましい基本周波数範囲や構成音の周波数帯域

幅が示されている[1]．しかし，実際には利用者の 4 割強が

サイン音を利用しにくいと報告している[2]．サイン音が利

用しにくい主な原因は，提示音圧レベルが小さいことであ

る．しかし，対策として提示音圧レベルを大きくすると，

鉄道利用者の不快度や，近隣住民からのうるさいとの苦情

が増加してしまう．そのような事情で，音が小さくてもわ

かりやすいサイン音が求められている． 

また，ハイブリッド自動車および電気自動車は，低速走

行時にエンジン音および排気音をほとんど発生させないた

め，歩行者との接触事故の増加が懸念されている．このた

め，走行音が静かなハイブリッド車などの接近を歩行者に

音で知らせる車両接近通報装置について，2010 年にガイド

ラインが公表された[3]．しかし，せっかく静かになった自

動車に音をつけることに対する批判がある．ここでも，小

さくてわかりやすい音が求められている． 

このような背景の中で私は，快適な音環境を設計するた

めには，好ましく目立つ音が重要と考えた．利用者にとっ

て有用であると同時に，それを耳にすることで，リラック

スし気分が良くなるような音の設計ができないかと考えた．

研究対象としては，様々な音が考えられるが，第一歩とし

て，鳥の鳴き声に注目した．鳥の鳴き声は，サイン音のガ

イドライン[1]において，プラットホーム上の階段における
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音響案内の標準例とされているからである．まず，鳥の鳴

き声に対する脳磁界反応[4]や好ましさや目立ち度といっ

た心理反応を調べ，どのような鳥の鳴き声が好ましく目立

つか調べた[5,6]．今後さらに，別の種類の音についても検

討し，データを蓄積し，好ましく目立つ音の設計理論の構

築を目指す． 
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